
1：…今回導入した包あん機

2：新商品の３重クリーム大福
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　1937年の創業の有限会社松葉屋は、和菓子店でありながら

洋菓子製造にも積極的に取り組み、和洋それぞれの要素をバ

ランス良く取り入れた菓子を製造販売している。中でも「噂

の生どら」は、某インターネット販売の和菓子・和スイーツラ

ンキングで1位に選ばれるなど、当社の代表的な商品である。

　独特のアイデアや地元のブランド米である仁多米の米粉を

使用したクッキーなど地域産原料を積極的に使い、常にこの

地域の農産物を使った商品づくりを心がけている。その姿勢

は島根県外の小売店やコンビニエンスストアとの商談の機会

ができるなど、流通業界からの視線も熱い。

　過去にはあるコンビニエンスチェーン店からの引き合いが

あったものの、要求される生産量に対応できないことから契

約まで進まなかった。また、市場からは常に新商品を求め

られながらも、当社の生産設備では対応できないこともあり…

ここ近年はビジネスチャンスを見逃す事が続いていた。

　当社の強みである商品企画力や地域農産物を使う環境を最

大限に発揮するため、最新の包餡機を導入することとした。

この包餡機は、当社が構想している 3重構造の大福餅の大量

生産も可能なほか、オプションのスライサーを取り付けるこ

とでデザイン性に満ちた焼き菓子を作ることもできる。この

包餡機を導入したことにより、当社の商品開発力が更に高ま

ることとなった。

奥出雲の空気と味を包んだアイデア菓子を全国に送る
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革新的サービス 生産プロセス強化 新商品開発

包あんロボット等の導入による米粉
など地域資源を活用したお菓子の開
発及び量産体制の構築
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3 3：…地元産原料を使っ

た和クッキーは人

気商品の一つ

4：…奥出雲町内の店舗

兼工場

今回の補助事業により弊社の主力商品である「噂の生

どら」以外の付加価値のある商品の開発が可能になっ

た。しかし、その付加価値がオンリーワンの付加価値

でないため、他社の商品と比べて商品力が劣っている

のが現状である。味、生産性を含めた品質の向上とニー

ズを捉えた商品企画の向上に努め、より良い商品作り

に励んでいきたい。

当社では既に大きく 3つの新展開を構想し実践している。メイ

ン商品の「噂の生どら」をイメージした 3重の生クリーム大福。

これは今回導入した包餡機でなければ作れなかった。また、地

元産仁多米の米粉を使用した「和三盆糖蜜クッキー」は既に商

品化を実現している。現在は取扱店との交渉中である。当社は

地域資源とともに雇用への意識も強く、異業種ながら多角化に

よって菓子製造を行なっていた他社が廃業した際には、菓子製

造事業を引き継ぎ、その担当者を雇用している。過疎化が進む

地域ではあるが、当社のような企業の努力によって魅力ある地

域になることが期待される。

地域資源を生かした

新商品で地域活性化に期待

・ 不可能を可能にする新商品
開発力

・ 引き合いへの対応の柔軟さ
と生産体制強化

・ 生産性向上による商品バリ
エーションの広がり

包餡機導入によって地域資源を活用する当社の商

品開発力は更に向上した。今までは不可能とされて

いた構造の菓子の開発にも挑むことで、小売店や消

費者からの注目を集める。また、過去に取りこぼし

ていた大量発注への対応も可能となった。

新商品開発力の向上と量産化対

応による両輪の拡大
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